
挑戦ⓗ◊✲㸦㛤拓㸧㸯 

㸯 ◊✲┠ⓗ及び◊✲方ἲ 

本研究種目は審査区分⾲の「中区分」で審査されます。グ㏙に当たっては広い分㔝構成で多ゅ的ど点から審査が⾜われるこ

とに注意すること。 

① 本研究の目的 

② その研究目的を㐩成するための研究方法㸦研究体制㸦「研究組織」にある研究⪅及び研究協力⪅のそれぞれの役割㸧を

含む㸧 

③ 本研究を実施するために使用する研究施タ・タ備・研究㈨料等、現在の研究環境の状況㸦研究期㛫の㏵中で異動や㏥⫋

等により研究環境が大きく変わる場合は、研究実施場所の確保や研究実施方法等㸧 

について、㸱㡫以内で焦点を絞って具体的かつ明確にグ㏙すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式㹑㸫㸲㸯㸫㸰 研究ィ画ㄪ書㸦添付ファイル㡯目㸧 

研究計画௒ॽ作੔に౲たってཻ意すること 

○ຌཻ意事項の಼༲をॉ෾に確೟し、研究計画௒ॽの作੔࣎にはこのテキストボックスごと削ঈすること○ 

 

留意事㡯①㸸 

1. 本研究種目は、これまでの学⾡の体系や方向を大きく変㠉・㌿換させる潜在性を有する挑戦

的研究を募㞟するものです。応募に当たっては⮬㌟の研究ィ画がその㊃旨に沿ったものであ

るかを十分に確ㄆすること。 

2. 挑戦的研究㸦㛤拓㸧は審査区分⾲の中区分により、広い分㔝の委員構成で多ゅ的ど点から審

査が⾜われることに留意の上、研究ィ画ㄪ書を作成すること。 

3. 挑戦的研究㸦㛤拓㸧では、様式㹑㸫㸲㸯㸫㸯㸦「研究ィ画ㄪ書の概せ」欄㸧に研究ィ画ㄪ書

㸦Web入力㡯目㸧の前半㒊分を加えた「研究ィ画ㄪ書㸦概せ版㸧」のみによる事前の㑅⪃を

⾜います㸦応募件数が少ない場合、事前の㑅⪃は⾜いません㸧。 

4. 書㠃審査及び合㆟審査では、様式㹑㸫㸲㸯㸫㸯㸦「研究ィ画ㄪ書の概せ」欄㸧は参照できな

いため、様式㹑㸫㸲㸯㸫㸯㸦「研究ィ画ㄪ書の概せ」欄㸧と本様式は独立に作成する必せが

あります。例えば、様式㹑㸫㸲㸯㸫㸯㸦「研究ィ画ㄪ書の概せ」欄㸧に㍕せた図を本様式で

引用することはできないため、必せな図はそれぞれにグ㍕すること。 

 

留意事㡯②㸸 

1. 作成に当たっては、研究ィ画ㄪ書作成・グ入せ㡿を必ず確ㄆすること。 

2. 本文全体は㸯㸯ポイント以上の大きさの文字等を使用すること。 

3. 各㡫の上㒊のタイトルと指示書きは動かさないこと。 

4. 指示書きで定められた㡫数は㉸えないこと。なお、空白の㡫が生じても削㝖しないこと。 

 

○ຌཻ意事項の಼༲をॉ෾に確೟し、研究計画௒ॽの作੔࣎にはこのテキストボックスごと削ঈすること○ 

 


